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先駆けを！                                      夢の実現にむけて！ 

       
                               2015年9月28日 第117号 

 

東海大学 学園オリンピックに参加 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

学園オリンピック夏季セミナーに参加して          知的財産部門 優秀賞 3年 1組  伊藤くるみ 

 

 

 

 

 

 
 
  

 

 

 

 

東海大学付属望洋高等学校 

編 集：メディアセンター 学校報 

 参加する前、少し不安だった嬬恋での研修は、とても充実した5泊6日になりました。研修中は、自分が考えたアイデア商品を

実際に商品化していくために、どのように改良したら良いのか考えましたが、この作業はとても大変でした。生活を便利にするア

イデアを生み出すことの難しさや、おもしろさを学ぶことができました。また、他の付属生の人たちと協力して車作りをしたり、

アイスクリーム作りをしたりと、楽しい活動もたくさんありました。研修中の様々な先生方の講義はどれも興味深く、得るものが

多いと感じました。学校の授業では深く学ぶ機会が少ない、特許や著作権について学んだり、他の付属生との交流を深めることが

出来たりと、貴重な経験がたくさんできました。多くの人にこのような経験をしてもらいたいと思いました。 

 7 月 31 日(金)～8 月 5 日(水)、群馬県嬬恋村の東海大学嬬恋研修センターで、学

園オリンピック夏季セミナーが行われました。このセミナーは、国語・数学・理科・

英語・芸術(造形)・知的財産・ディベート各部門の 1 次審査を通過した付属生が、

東海大学の教授陣から指導を受けながら研鑽を磨くものです。本校からも各部門合

わせて18名の生徒が参加し、12名の生徒が素晴らしい成績をあげました。受賞者

は次の通りです。学園オリンピックは、この他に芸術(音楽)（5/8～10）・スポーツ

大会（8/6～8）も行われ、様々な場面で本校生徒の活躍が見られました。 

【数学部門】 奨励賞 樋口大和・金木希紘  努力賞 長間颯・小柴春樹 

【理科部門】 奨励賞 内藤秀峰  努力賞 戸村大河 

【芸術部門(造形)】 奨励賞 伊藤快斗 

【芸術部門(音楽)】 金賞 桑原和奏  銅賞 前田愛 

【知的財産部門】 優秀賞 伊藤くるみ  努力賞 秦野南美 

【ディベート部門】 奨励賞 梁田椋也 

 【スポーツ大会】 卓球男子団体3位 卓球部 

卓球男子個人準優勝 上野裕也 

        卓球男子個人3位 佐久間隆宏 
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望洋高校 海外英語研修を実施 
 

 

 

 

 

 

 

海外英語研修に参加して                              3年1組 牛島 昇哉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

東海大学 中高生の理科体験授業に参加 
 

 

 

 

 

 

 

 
 
中高生の理科体験授業に参加して                         1年 8組  丸山 海斗 

 

 

 

 

 

 

 

生徒指導部講話を実施                     1年生 
 

 

 

 

 

 

 

ハワイ東海インターナショナルカレッジ（HTIC）で行われた10日間の海外英語研修に参加をしました。最初は会話に戸惑っ

たり、話したい言葉をうまく表現できず伝わらなかったりと、言葉の壁を痛感させられました。しかし、英語の授業やハワイの

文化を学ぶ中で少しずつ慣れ、HTIC にいる外国人スタッフと話すことができるようになりました。ハワイと言えば「リゾート

地」というイメージが強かったのですが、海はもちろんのこと、山・農地・観光都市・素朴な街・テント村のような集落など、

いろんな側面をもつ島でした。日本にいるだけでは感じることのできない文化の違いを知ったり、様々なことを感じたりするこ

とで、視野が広がり、自分の世界観が変わりました。皆さんも海外英語研修に参加してみてはどうでしょうか。 

 8月6日(木)～8日(土)、東海大学湘南キャンパスで行われた中高生の理科体験授業

に、9 名の生徒が参加しました。この催しは、最近ささやかれている「理科離れ」や

「理工系嫌い」をなくし、理工系進学や就職等を視野に入れた豊富な選択肢からの進

路決定に役立てることを目的として、付属の中高生を対象に、東海大学湘南キャンパ

スの理工系学部教員が中心となって取り組んでいる企画です。期間中には「科学実験

教室『音を感じよう』」や、「体験授業『生活の中の疑問を科学しよう』・『学科最先端

の研究授業』」などの魅力あふれる講座が展開され、生徒たちは科学の魅力に取りつか

れているようでした。 

 9 月 15 日(火)、1 年生を対象にした生徒指導部講話「高校生の性につ

いて考えてみよう」を実施しました。この講話は、情報が氾濫する社会

の中で、性に関する正しい情報・認識をもち、自己や他者を大切にする

心を育むために行うものです。当日は、市原市内の宗田マタニティクリ

ニックで院長を務める宗田哲男氏を招き、講話を通して生徒全員が生き

ることの意味を考えました。また、講話終了後にはアンケートに答え、

自分自身を見つめなおしていました。 

 7月14日(火)～23日(木)、Hawaii Tokai International College（HTIC）

を舞台に、海外英語研修を実施しました。これは生徒の英語力・コミュ

ニケーション力を高めると共に、異文化理解・日本文化の見つめ直しを

目的として実施するものです。今年度は 1 年生から 3 年生まで 12 名の

生徒が参加。ハワイ大学ウエストオアフ校に隣接する敷地に移転したカ

ポレイキャンパスで、充実したプログラムの中、学習を進めました。 

この体験授業に参加した各付属の生徒は、必ずしも将来理系の学部に進むというわけではありません。しかし、体験授業を担

当して下さった先生方の話をしっかりと聞いている姿から、私は参加した人たちの意欲を強く感じました。このような素晴らし

い環境のおかげで、私自身もとても真剣に授業に取り組むことができました。また、宿泊所で過ごす時間や班行動を通して他の

付属校の人たちとも交流することができ、とても充実した 3 日間を過ごすことができました。今後の学校生活では、今回の体験

授業で学んだことを生かし、自分には不足していると感じた協調性も身に付けたいと思います。そして、将来東海大学に進学し

た時には、今回の体験授業で色々教えて下さった大学生や、先生方のようになれるよう努力していきたいと思いました。 
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「高校生の性について」を聞いて                         1年 2組  石井 涼音 

 

 

 

 

 

 

 

防災教育基礎講座講演・避難訓練を実施 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
防災教育基礎講座講演を聞いて              防災委員会・副委員長  2年 4組  大木 隼人 

 

 

 

 

 

 

 

防災週間を終えて                      防災委員会・委員長  3年6組  花沢 到 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 9 月 2 日(水)～8 日(火)の 7 日間を防災週間と位置づけ、2 日(水)には防災教育

基礎講座講演を、3日(木)と7日(月)には避難訓練を実施しました。これは、生徒・

教職員すべての防災意識を高め、災害時における行動様式の習熟を図ることを目

的とした行事です。2 日の防災教育基礎講座講演では、東京災害ボランティアネ

ットワーク事務局長の福田伸章氏を招き、東日本大震災の被災地での活動につい

て講話を聞きました。また、3日の避難訓練では、市原市八幡消防署の指導の下、

首都直下型地震発生を想定した全校避難訓練を実施。第2グラウンドに避難完了

の後には、起震車体験（3 年生）、煙体験（2 年生）、消火体験（1 年生）も合わ

せて行いました。さらに、7 日には予告なしの状態で避難訓練を実施し、体育館

への避難経路を確認しました。この他、期間中は防災グッズや写真パネルの展示、

防災に関するDVDの上映や書籍紹介なども行い、啓発活動を展開しました。 

今回の講演から、阪神淡路大震災や東日本大震災の時、若い人々がボランティアとして働き、とても被災者の方々の役に立っ

たということを知りました。もし、千葉県で大きな災害が発生してしまったら、私たちも高校生として積極的に復興支援活動に

参加し、少しでもお年寄りの方や小さな子どもをはじめ、様々な人々を助けたいと思います。東日本大震災から4年がたった今、

震災を経験した被災地の方々の生活をテレビなどで見ると、普段自分たちが普通に使っている水やガス、電気などがどれほど大

切なもので、日常生活に欠かせないものだということを痛感しました。まずは私たちが資源を大切に使うということが、被災地

の復興へと繋がっていくのだと思いました。 

今回の講話を聞いて、性の危険な面や出産の大変さなどについて理解が深まりました。望んでいない妊娠をしてしまう女性が

世の中にたくさんいること、そしてその妊娠によって、それから先の人生が狂っていった例など、知っておかなければならない

大切なことがらを学ぶことができました。私たちも将来、多くの人が家庭をもつことになると思いますが、自分も将来、幸せな

家庭を築くために、今何をするべきなのか。そのことをよく考えさせられた講話でした。お忙しい中、講話をして下さった宗田

先生は、私たちに分かりやすい言葉で大切なことを伝えて下さいました。今回の講話で学んだ多くのことを、これからの高校生

活の中に生かしていきたいと思います。今するべきことは何かを考え、一生懸命取り組みたいと思います。 

今年の防災週間は、様々な体験をすることができ、とても良いものとなりました。1回目の避難訓練では、生徒の間に多少の騒

がしさがありましたが、抜き打ちで行った 2 回目の訓練は全体的に静かで、素早い行動ができ、とても良かったと思います。訓

練の他にも、今年は講演会がありました。ここで伺った震災の話から、私の中に新しい考えが生まれました。震災は、いつ起こ

るのか分かりません。震災が起こってしまった時、まずは自分の身の安全を守らなければなりません。そのためには、日常のふ

とした時に避難経路などを思い出してみることが大切だと思います。学校行事としての防災週間は終わりましたが、日頃から防

災の意識をもつことが大事なことなのだと思いました。 
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望洋リレーエッセイ(67) 松﨑貴大 先生  
 
このコーナーでは、今年度赴任された先生によるエッセイを掲載します。第4回は、松﨑貴大先生です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

部活動報告     大会等の結果      

●柔道部：第47回 市原市民体育大会柔道競技 団体戦2部 優勝。 

●男子バスケットボール部：千葉県高校１年生大会 ベスト16。 

●卓球部：平成 27年度 千葉県私学大会 男子団体 準優勝。平成 27年度 内房卓球大会 男子団体 第 3位。第 3回 九十九里オ

ープン卓球大会 男子団体 第3位。 

●男子バレーボール部：第23回 関東私立高等学校男女バレーボール選手権大会 Bグループ 優勝。第35回 内房地区高等学校バ

レーボール大会 優勝。第29回 松前杯争奪バレーボール大会 第6位。第47回 市原市体育大会高等学校

男女バレーボールの部 優勝。 

●ソフトボール部：平成27年度 宍倉優勝旗争奪千葉県高等学校女子ソフトボール大会 優勝。 

●陸上競技部：第88回 関東陸上競技選手権大会 塩見宏人・平島春信・齋藤涼介・菊地宏汰（男子4×100mリレー 第7位）、秦

野南美（女子200m 第7位）。 

●吹奏楽部：千葉県吹奏楽コンクール 金賞（本選出場）。 

 

連絡板                                           緊急連絡は望洋通信システムをご利用ください     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜今後の行事＞

9月 

9月25日(金) 球技大会 

9月27日(日) 付属高校生のためのｵｰﾌﾟﾝｷｬﾝﾊﾟｽ（2年生) 

9月28日(月) 振替休日（2年生） 

  9月30日(水) 前期成績通知 

カウンセリング17 

10月 

 10月1日(木) 後期始業式（１限式典・2限以降授業） 

10月 3日(土) 後援会親睦スポーツ大会 

10月 5日(月) カウンセリング18 

 10月 6日(火) 後期中間試験1（特進3年生 ～9/9） 

 10月 7日(水) 後期中間試験1（特進3年除く ～9/9） 

10月10日(土) 第1回 学校説明会（生徒自宅学習） 

10月13日(火) 月曜日課 

  10月14日(水) 付属推薦巡回指導1（3年生） 

カウンセリング19 

 10月16日(金) 付属推薦巡回指導2 

 10月17日(土) 付属推薦巡回指導3 

10月21日(水) 木曜日課 

カウンセリング20 

10月22日(木) 建学祭準備（1～3限授業） 

10月23日(金) 建学祭準備 

建学祭オープニングセレモニー 

10月24日(土) 建学祭（一般公開 ～9/25） 

10月26日(月) 振替休日 

10月27日(火) 付属推薦巡回指導4 

10月28日(水) 付属推薦巡回指導5 

カウンセリング21 

10月30日(金) 付属推薦巡回指導6 

 

 

 

 

 
●学校報 第117号 ／東海大学付属望洋高等学校 〒290－0011千葉県市原市能満1531 TEL 0436－74－4721 

編集後記 学校報「望洋」117号をお届けします。今号は生徒たちの夏の取り組みと避難訓練を中心に

編みました。来月には建学祭が開催されます。今学校は、その準備が盛んに進んでいます。(寿) 

皆さんこんにちは。今年度から望洋高校で非常勤講師を務めている数学科の松﨑です。教師という職業

に就いて、半年が経ちました。日々、望洋高校の生徒の皆さんからは、元気を分けてもらっています。望

洋高校の皆さんには、学校生活から様々なことを学んで貰いたいと思っています。学校生活の中で、困難

なことに立ち向かわなくてはならない場面が必ずあると思います。その、困難に正面から立ち向かってみ

てください。その困難を乗り越えたとき、あなたは自分の成長を感じることができることでしょう。その

成長があなたの持つ「夢」を実現させる大きな力になるはずです。1日は、24時間しかありません。「夢」

を実現できるように、日々の学校生活、1日1日を精一杯、過ごしていきましょう。 

告 知 
2015年度 建学祭 テーマ「Reborn ～新たな始まり～」 

一般公開： 10月24日(土) 9:30～14:30（入場は13:30まで） 

      10月25日(日) 9:30～14:00（入場は13:30まで） JR内房線 五井駅から無料送迎バスがあります。 

 


